


原田治（1946 – 2016）   東京生まれ。多摩美術大学デザイン科卒業。1970年、当時創刊された
「an・an」でイラストレーターとしてデビュー。1976年、「マザーグース」を題材にしたオ
リジナルのキャラクターグッズ、「OSAMU GOODS」の制作を開始、女子中高生の間で大
人気となる。1984年、ミスタードーナツのプレミアム（景品）にイラストを提供、以降シリ
ーズ化され一世を風靡する。1997年、イラストレーターを養成する「パレットクラブスクー
ル」を、生まれ育った築地に開設。主な著書に『ぼくの美術帖』他。

『EXTRAORDINARY LITTLE DOG』
作品集
1981年　PARCO出版

スクールバッグ（OSAMU GOODS®） 
1992年
©Osamu Harada / Koji Honpo

HUMPTY DUMPTY
（OSAMU GOODS用原画）　

1970年代後半-1980年代前半    

カルビー「ポテトチップス」など
マスコットキャラクター　
1976年　作：原田治

ミスタードーナツ
キャンペーン用キャラクター
1986年

浅田彰『逃走論』
1984年　筑摩書房
装幀：原田治

「an・an」第47号　1972年　平凡出版
アートディレクション：堀内誠一　
表紙イラストレーション：原田治

ショップバッグvol.47 （OSAMU GOODS®）
1989年
©Osamu Harada / Koji Honpo

表面図版 グリーティングカード（1970年代）より

OSAMU GOODSよ永遠に
1970年代後半から90年代にかけて、女子中高生を中心に爆発的な人気を博した「OSAMU 

GOODS（オサムグッズ）」の生みの親、原田治（1946 –2016）。

50– 60年代のアメリカのコミックやTVアニメ、ポップアートなどから影響を受けたイラスト

レーション―とりわけ、簡潔な描線と爽やかな色彩で描かれたキャラクターたちは、その

後の日本の“かわいい”文化に多大な影響を与えました。

没後初の全国巡回展のひとつである本展では、イラストレーターとして活動するきっかけと

なった、1970年代、雑誌「an・an」の仕事をはじめとして、広告・出版・各種グッズなど多分野

にわたる作品を中心に、幼少期～20代前半の初期資料や、エッセイ集『ぼくの美術帖』関連

資料も展示し、時代を超えて愛される、原田治の全貌に迫ります。

グッズショップでは新商品や復刻商品など、多彩なOSAMU GOODSを販売します。
※入場には原田治展の入場券が必要です。

新型コロナウイルス感染症対策へのご協力をお願いしております。
ご来館前に、最新情報や詳細をホームページにてご確認ください。

アクセス
【　バ ス　】とさでん交通「八幡通」下車徒歩1分
【　電 車　】とさでん交通路面電車「はりまや橋」下車 徒歩5分 または
　　　　　　「菜園場町」下車 徒歩3分
【　 車 　】「高知駅」より5分、「高知 IC」より10分、「高知龍馬空港」より
　　　　　  20分 ※駐車場200台（30分毎に150円）
【連絡バス】「高知龍馬空港」より20分「はりまや橋観光バスターミナル」
　　　　　 下車徒歩1分（740円）
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